
「献血構造改革」の主な事項に関する取組  

之旦ユ之各＿＿地温道“鹿北 

若年者に高い聴取率のラジオ番組で献血をPRした。  
年者確保について】  また、番相ホームページでも献血の内容が掲示。ま  

た、同番繊とタイアップしたステッカーを作成。  進。  
間想点全道一円を効果的にカバーすることが条件  
的に難しい。   

サタデー・テーリング辱による小学校高学年への献血  
の重要性を啓醍  

青森県学生献血推進連絡会による活動。  ・学生献血推進連絡会で開催しているキャンペーン等 では 
、年々隠知度も高まり、献血受付看は増加傾向。  

新高校一年生を対象とした／くンフレット作製・配布 献血キャラクターを活用した広報及び啓発貧村作製  

県内小・中学生へ配布    しかし、各 
（H柑．8回開催）   

血の ・H18年度の高校聯血では知校の協力があり、200m  ・高校献血の目標を200rnLl，500人、400mL800人と  献血バスによる体験献実施。       血液センターでは親子セミナーの開催案内を行う。  」1．923人、400mL313人の協力があった。   する。  
はたちの献血キャンペーンの報道依頼。   ・高校献血推進（200mL）と医療ニーズ（400m」）との  ・新規若年層確保対策として、ホ脚ムページ・電波媒  

ギャップを感じる。   体の活用を行う。  

の   して への協力 行っていく予  
高校献血に際し、全高校を事前に妨間し、協力依頼を 行うとともに 

、啓発賓材等を用いた献血思想の普及を   
図った。   者が増加するという誅揚がある。  

向上を目的とした事業で、   生をはじめ県民の献血に対する意識向上につい  献血思考普及と献血意識  高校    募集／くンフレツト、ポスタ丁を各高校に配布し高校生も  ては、効果的な事乗であると考えられる。今後とも継  
視野に入れた事業を展開した．応募作晶83連中優秀  擁して実態していきたい市債秀作晶のラジオ放送も有  
作5作品が選ばれ、内1名は高校生が受賞した。また、  効であると考えられ、同様に継続していく。  
優秀作晶はラジオ放送で放送した。   今後とも積極的に、血液センターと連携して複数回献  
県内一0高校に献血／くスを配車し、3．055人から協力を  

「愛の献血70字ストー」ノー」募集車乗  縛ることができた。  

献血バスの高枚配車  校長会において、高校生の初回献血の啓発を依頼し  

若年者向けパンフレットの作成  た。  

高校生献血推進について校長会に要望  従来の献血キャラクターから「けんけつちやん」に変え  
て、若年層向けのパンフレットを作成し、高校に配布し  
た。7軋000部作成。  

（問煽点）  

高校生の20伽l㈲血と－廠の4∝州献血の推進に矛  
盾が生じている。  
少子化による高校献血者数の減少が問題となってい  
る。   

若年層への献血に関する普及啓発を図る。   
・若年層における献血意錘の向上  

高校生献血において20仇¶！献血から400ML献血へ移  

・高校献血の実施  
（間濁点）  

行  
・高校に対する献血のPR  

・医療機関へのMAPl単位製剤の過剰供給   
・休日の献血キャンペーン琴におけるボランティア活  
動への参加（高校生、大学生）   碑聾00－一  



含む。）   平成20年度計画傭成に当たり参考となる事項   
都道府県名  事項名  取組の概璽（取袖で王点を置く事柄を   実施結果（効果．間痛点等）  特になし  

一高校生を対象とする献血キャンペーンの実施  ・高校献血の実施   

山形県  【若年者確保について】   
参考（平成19年鹿の新規事業）  

・中学3年生を対針こした啓発活動の実施  

・大学・短大・専門学校等を対象とした献血協力団体  
（サークル）の組鐸化の促進  

業   1高校生専青年層を中心とした初回献血者の推進   1献血者の ◎ふれあい伝言板事    確保    ・地域の実欄に応じて、若年層の献血への関心を高  ・献血ニュース第9号、第10号を作成し、薬務グルー  2 献血の推進  
めるため、教育委員会と連携し学校等に対して、ポラ  プのホームページに穐せした。   3血液製剤の安定供鰯  
ンティア活動である献血について情報棲劇し献血思想  ・クリスマス献血キャンペーン楕■市会増（12／24）  

の普及啓儀を図る。   ニ、実施した。  
・大学生等編♯委員による献血情報を作成し、若年層  ■献血した方からは24点、輸血を受けた方やその家  
に対して献血の必要性を啓発する。   放からは10点の応募があった。  
・幼稚園等において、大学生等のボランティアによ  献血息惣の書及  
る絵本の読み聞かせを実施し、幼りト児期における献  一応＃数は61枚420点  
血思想の普及を図る。   ・バス等428台に2月1日から3月2日まで事内広告  

福島県  ・高校生等初回献血者及び過去に輸血を受けた方又  
はその家族を対象に献血等に関するショートメッセー  
ジを募集し、啓発資材等に活用する  
中学生を対象に献血ポスターコンクールを通じた、献  
血教育の推進  
・将来の献血者確保と一触県民への献血思想の書及  
啓発のため、中学生を対象とした献血基礎知識の菅  
尭を兼ねたポスターコンク⊥ルを実施し、その中から  
優秀作を用いた／くス等車内広告を実施し、広く県民に  
射し、献血思想の普及啓発を行う。   

【複数回献血者確保につい   効果 会員数 772名（18年度末現在）   クラブ設置施設を拡充し、会員数の増加に努める。  
て】  金員に対し、定期的に献血以外の情報（商店街の  

北海道  複数回紺血クラブヘの協力  キャンペーン等）を兼備。   

・比玉不足等での軒血中止者が増加しており、複数回  ・複数回献血できるため、健隈づくり・体づくりを目指  
献血出来なくなっている。   すチラシりくンフレットの作製。   

・県庁内インフォメーション及び市町村金紗こおける複  

青森県  
数回献血クラブの広報。  

・H18年度末で1．480人の会員を確保している。  ・会員の確保目標を3．500人とする。  
・血液センターでは、封書・生化学検査成績のお知ら         ・登録に時間が掛かるので、もっと簡単に登録できな  ・血液センターではQRコードを使い、クラブ会員希望  

青森県赤十  せ・推進用チラシ・ホームページ等で募集。   いかとの指摘がある。（操作が面倒）   以外の方からも広くメルアドを募集し献血依頼に有効   

字血液セン  血液センターではクラブ入会キャンペーンを実施す  活用することとしている。   

ター  る。  
血液センターによる「献血ポイント制度」の導入。  

行った際、約3劉の  

岩手県  
○複数回献血者へのダイレクトメールによる協力依頼 血ブの  ダイレクトメールにより協力依頼を 協力が得られた。なお、依頼の頻度は考慮する必要  
◎棟数回献クラ普及  がある。   ＃概して複数回赫血クラブの普及拡大が必要。   

血液センターが運営する複数回献血クラブに対する  
宮城県  協力   県庁内献血については職専免制度がなく、職員の休  今後とも積極的に、血液センターと連携して複数回献  

県庁内での庁内放送、メールによる献血依頼   囁取得で対応している。   血クラブ登録を推進していく。  

山
○
 
 
 



道府県名   む。）   黒く効果、同温点等）   平成20年度計周作成に当たり参考となる事項   
事項名  取組の概要（取組で重点を置く事柄を含  実施緒  400ml献血に限定した休日の献血キャンペーン琴の  

秋田県   
て】   相提供を行う。  （14年虔：69．8％→17年度：53．ヰ射   実施   

・休日のキャンペーンを行うことにより献血の機会を  
増やす。  
複数回献血の呼びかけの強化及び企業等に対する  ホームページヘの掲載等による複数回献血の促進   

山形県  
複数回の献血の受入要請   ・事業願への複数回献血に関するT奉な説明  

・血液センターに対する登録制優の効果的活用の粟  
紳   特になし  

・赤十字血液センターが進める複数回献血クラブ員  
の募集を通じて献血者の確保、協力要請  

1献血者の確保  
福島県  

・集団献血による複数回献血者の確保   
2t献血の推進  

3血液製剤の安定供鶴   
菜等組織的な献血の確保  関係機関と連携、会社、エ囁、学校、地域組織嘗の献  効果18年度目標協賛企業数81団体の協賛を持  

について】   血協力団体の育成に努める。  た。   さらに協賛企業を増やす。また、事業所蘭血における  
北海道  献血協力事業所の強化   閉館点 協賛ロゴマークの馳知がないことから、各企  400ミリリットル献血の割合をさらに高める。  

事業所・団体等の研修会実施   集・団体の説明時に理解が難しいため、厚生労働省  
が中心となり全国的に広報することが急務と考える。   

1献血協力事業所の強化  

北海道赤十  2事業所・団体等の研修会実施  
字血液セン  
クー  

・県内献血協力事業所に対し、献血推進協講会長名  
で、文書によって献血の協力を依頼する。   ■県庁献血において、職員が献血に行きやすい環境づ  ・ボランティア活動の爛環として、幣専免革、献血のし  

青森県  ・県庁献血   くりが無い。   やすい環境整備。   

青森赤十字  ・ライオンズクラブヘの協力依揮。 ・新規献血協力事業所・団体の確保。   
血液セン  

・H18年度では新規献血協力事業所を25社開拓した。  ・新規献血協力霹葉所の確保目標を30社とする。  

タ曲  
・県内事業所数の減少と職員数の減少。   ・緊急要請可能率礫所の確保目棟を5社とする。   

献血推進等門且による活動   0活動状況（人見：¢名 回数：120日／年）   企業の中心となる人物に対し、献血率葉について理  
○地域における献血思想の普及向上につながると思  解を深めてもらい、その人物を通じて企業内での普及  

岩手県  われる．しかし、単年での判断は困難であるため、維  
横的な働きかけが重要と考ぇる。   

県献血推進協 各団体からの選出された協誅全委員を通じて．、献血  県献血推進陽報金華員 議会による各団体への協力要謂  でもある県経営者協会等軽贋  
地域献血協力企業の育成及び協力事業所にたいす  の活性化を図った。   界と連携して、献血協力企業への啓発を活性化させ  
る献血要所。   保健所、市町村による事業所訪問を実施し、献血の  ていく。  

宮城県  県庁内献血。   協力をお舞いした。職間事業所は、県内叫0事業所。  
クオカードを謝礼として配布した。  
主に、血液が不足する1，4．8月に実施している。   

・事業所等の戦域組織、商工会等の地域組搾献血へ  地域組練主催の献血が実施される。   安定した地域組搾主催の献血が実施されるよう支捜・  

秋田県  
の支援、協力を要請する。  協力を要請する¢   
・外部の意見を取り入れるため、市町村に献血推進  
協雑会を働きかける。  

L山形県  
・市町村と連携し、献血推進員による企業等訪問を実   
施し、献血の受入れを推進   ・集団献血の推進   
企業等への訪問及び集団献血の協力要請   複数回献血者の推進   1献血者の確保  

福島県  2献血の推進  
8血液製剤の安定供給   

u
】
 
 
 



都道府県名   事項名   取組の概要（取組で重点を置く事柄を含む。）   実施結果（効果、問題点零）   平成20年度計画作成に当たり参考となる事項   

北海道  【上記以外（献血推進キヤン ペーンの実施等）‘】  特になし   
特になし   特になし   

・7月「愛の血液助け合い運動J、その一環として8月  大臣表彰状・知事愚計状等受賞者及び関係団体へ、   
が献血感謝の集いj、r学生サマー献血キヤンぺ－  再度献血め王事性を訴えることができる。  
ン」。  ・しかし、毎年、参加者は関係者が多い。  

青森  
・12月は「学生クリスマス献血キャンペーンJ  目新しいイベントを追加するなど、若い人や通りすがり  
・1，2月は「はたちの献血キャンペーンJ  の人も参加できるような内容を検討する。   

・血液センターでは4月「フラット君の献血お願いJ、12  
青森赤十字  月「クリスマス献血J、2月「バレンタインデー献血」、3  
血液セン  月「ホワイトデー献血」キャンペーンを実施。  
ター  

血液助け合い運動の他に、グノスマス献血キヤンベー  献血者からの話によると、キャンペーンが献血への勤   
ン▲バレンタイン鮮血の実施  機付けとなったという■が著せられている。  

岩手県  
・テレビスポットCM（15秒140回）  地域に根ざした普及啓発は劇虜ガ大きいと患われ  
・献血フラッケの掲出く糾枚）  る。今後はヰ∝hL献血を中心に啓発の実施が必震で  

・／くスカードヘの広告（20．000枚）  あると考える。   

予算を伴わない広報活動の実施。   
宮城県  

フルキヤスト宮城球場における対楽天イーグルス戦で  今後は、啓発協力を行える報道等の協力が不可欠で  
のオーロラビジョンによる啓発を行った。   ある。   

○′S、れあい献血キャンペーンの実施   （間規点）   計翠的採血としての間丑を回る。  
・地域の各種イベント又はショッピングセンター等で、  ・年々、ま少傾向にある。   ・400ml献血に限定した休日の献血キャンペーン専  

地域住民に献血思想の啓発普及を図るとともに献血  ・事業所における献血者が減少した。   の実施  
を実施する「ふれあい献血キャンペーン」を展開する。  
・献血ルームの無い秋田市以外の地附こおいても成  

秋田県  分献血に協力していただくため「ふれあい献血キヤン  
ベーン」に併せて10国権度成分献血車を配車する。  
○オープン献血の実施  
ショッピングセンター等でオープン採血を実施し、献血  
受入の機会を可能な限り確保する。   

山形県  特になし   特になし   特になし   
・病院に対し輸血に関するアンケート調査を実施し、  ・病院に対し輸血に関するアンケート調壬を軍施し、  血液製剤の適正な使用が図られる  
血液製剤の使用状況 や管理状況、♯血療法委員会  血液製剤の使用状況 や管理状濁、輸血療法委員会  

福島県  の設置状況及び自己血輸血の実施状況の把握をして  の設置校儒及び自己血輸血の実施状況の杷操をして  
いる。   いる。  
・血液製剤使用に係わる懇談会の開催   ・血液製剤傭用に係わる懇談会の開催   

］
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r献血構造改革」の主な事項に関する取組  

、、県名t  事項名  取組の概蔓（取組で重点を置く事柄を含む。）  実施縮優（効集、問題点等）  亭面麺膏豪雨薗碩成 に当たり参考となる事項   
◎高校献血キャンペーンの実施   期間11月－3月  
ポスターコンクールの実施   献血者2．803人  
各高校へのポスター・チラシの配布   問題点200m蘭血率が高い。普及啓発が中心である  

茨城県  【若年者確保について】  
言己食品の配布  ため，効果が検証しにくい。  
アンケ鵬トの実施  
大学祭でのキャンペーンの実施  献血者103人（2日間）占い館の併設   

○高等学校における献血の実施   ○高等学校における献血の実施   高等学校における献血を実施する中で、献血教育の  
○学生献血推進連盟「かけはし」への活動支援   県内87校中開校で実施した。高等学校で献血を経  観点から、教育委員会と連携していくかが誅超であ  
○路線バス広告   る。  
◎劇場広告（シネアド）による普及啓発  また、学生献血推進連盟「かけはしJの組織を活動を  

者（け4％）の確保が困難である。  拡充していくことが必要である。  
（平成19年度新規事業）   ○学生献血推進連盟「かけはし」への活動支援  
○新成人及び高等学校卒業者に対する普及啓発   大学生の活動を支援することで、同世代の若年層に  

栃木県  対する普及啓発を図る効果は大きい。  
メンバーの確保や組織の充実など今後の活動をい  

かに継続していくか間鰯がある。  
◎劇場広告（シネアド）による普及啓発  

「はたちの献血」キャンペーンを中心とした3か月間  

（延べ900回）放鱒することで、効果的に普及啓発を園  
ることができた。   

①高校生献血の推進（◎献血デビュー支援事業、血  平成18年虔の新規事業として待った「献血デビュー支  事業を行った高校の中から、r物品を県で用意しても  
液センターにおける高校訪問活動、高校献血の実施  緩事業」については、高校生が自主的に行った啓発  らえば、それを配布する等の啓発活動はぜひ行いた  
等）   活動に対し補助を行うものであったが、「高校生に対  い」という意見が出たため、物品を県で用意するという  

する補助金」という考え方が当県の高校でなかなか受  
け入れられなかったため、募集数が予定より少なかっ  

群馬県  た。   
②将来の献血者の意識向上（中学生を対象とした「献  県内中学1，2年生を対象に募集したところ、柑校ほ1点  献血可能年齢に遺する前から、「献血に関する陶画J  
血に関する図画」の募集、（参考）平成19年度新規寧  の応募があった。応募を予定していた中学校からは、  等、実際に中学生に作兼してもらうことにより、献血に  
菓：献血に関するコンピューターゲームの作成）   「献血ルームや献血バスを実際に見学して描かせた  

いので、献血計画を敢えて欲しい」という照会もあっ  
た。   



都道府県名   事項名   取細の概要（取組で重点を置く事柄を含む。）   実施結果（効果、間組点専）   平成20年度計画作成に当たり参考となる事項・  
高校生を主な対象tこ若年層への普及を図った   効果としては  ピュア・カウンセリング的な啓発が若年者に対する献  
①◎高校生からの献血メッセージの放送   ①学校を通じた効率的な働き軌ナが出来た   血の知識・思想の普及にはよいのではないか。  
②高校1年生への献血ポケットカードの配布   ②若者達のネットワークなどを活用した友遠からの献  
③高校訪問   埼玉県  【若年者確保について】  
④小中高校生に対する献血出前講座の実施   

血の呼びかけが出来た。  
③各高等学校に対する献血の啓発が出来た。  

⑥卒業献血キャンペーン   間鴨点としては、県立高等学嶺での献血への理解不  
足  

【県】  ①高校生を対象とした献血ポスターや横棒の募♯依  ①より早い時期からの献血への理解を深める必辛が  
①高校生献血推進啓発作品の募集  頬を通じ、高校生に対して献血協力思想の書及を実  あることから、小学生や中学生を対象Iこした啓発テキ  
②公共交通機関による広告   施した。   ストの作成と、教育の一環としての献血思想の書及を  
③成人式に配布する献血啓発用リーフレット作成  ②広くれ民へ広報するために、県作成のポスターを  露呈する。  
④◎公用車のマグネットステッカーによる広告   JR車両の中吊りや駅貼りとして掲示した。   ②小学生献血学習会の募集方法については、県内各  
⑤◎中学生向け献血啓発用テキストの作成（H19）  ③保健所専の公用羊に献血協力のマグネットスチッ  ルーム来場者への勧奨により行っているが、今後は  

干葉県  ⑥◎中、高校生の献血推進啓発作品（ポスター、積括）  カーを貼付し、県民へ広報した。   県民一組二広く募集したいことから、行政広報紙など  
の募集（H柑）   ④中学生を対たにテキストの作成や献血推進啓発作  を活用し広く募集したい。  
【血液センター】   晶を募集することにより、献血への理解を求め、将来  
①小学生献血学習会（スライド、ビデオによる血液の  にわたっての献血者の確度に期待できる。  
働きや献血の意義などについて説明、施設見学）  ⑥献血可能年齢前の年代層tこ対して献血の里芋性、  

必要性を匪識させた。  

・献血可能年齢l＝満たない小中学生を対象とした献  ・各種普及啓発事業において、同種のコンクールを  ・小中学生の献血への理解促進を園るため、  
血思想書及専業として、献血に関するポスターのコン  同時期に実施しているため、応募者が分散してしま  引き続き本尊集による思想書及を実施する。  
クールを実施した。（平成10年度からの継続事業）  い、減少傾向にある。応募者の増加を図るため、若年  ・献血ボランティアスクールの広報を王点的に行い、  
◎ 高校生を対象として、献血ボランティア体験を通じ  眉の献血への理解を一層深めていく必要がある。  とともと、事務局側の受け入れ  
て、命の大切さ、献血の重要性等について理解を深  献血ボランティアスクール  

神奈川県  めてもらえるよう、献血ボランティアスクールを実施し  実施日数8日Ⅶ（王休み期間）  
た。（平成18年度からの事業）   参加者数32名  

小規模実施ではあるが、座学や体験を通じて、参加  
者の献血への理解を確実に深 
参加者から同級生や家族への波及効果も期待でき  
る。  

○高等学校における献血普及講演会の開催  ・6枚で実施。時間の確保が歯難との理由で実  
施を希望する学校は少数。  

◎高等学校における卒業献血実施の推進  ・19年度に新たに献血実施を検討している学校もあ  

るが、文化祭等（休日）に合わせた要望が多く、日程  

新潟県  調整が困！附こなっているム  

○大学、寺門学校等への積極的な献血バス配車  
は全国平均より高くなっている。  

○小中高生等を対象とした献血ルーム見学会の実  
施く⑯新規）  



画作成に呈たり参観  
¶平成20年鷹艶 平成19年虔は、結果報告書に基づき、  将来  の献血支持層を担う若年層  の献血意識の高揚を  中学3年生を対象に、  献血に対する意識調査を行い  中学3年生に  

図る・中学3年生に対し献血思想の普及  
りまたちの献血キャンペーン  
・学生献血の組織化（学生献血連絡会譲）   

アンケート結果をまとめた結果報償書を作成した。そ  
の結果、啓発リーフレット作成のための予算確保がで  
きた。   

向けた啓発リーフレットを作成予定。  
平成20年鹿に効果が現れることが期待される。  山梨県  【若年者確保について】  

l  ！   ○高校生献血の推進   ・献血の必要性及び理解は得ることができた。   ・本年度も継続して高校訪問を実施予定  
・校長会、保健主事会鱒等での献血実施要請   ・献血車を高校に入れることについては、抵抗が大き  ・今後、保健体育等の授業で必要性の理解を深めて  

長野県  ・高校訪問による献血実施要訝  い。   もらえることを考えていきたい。  
○小学校（PTA）、中学校でのセミナー開催（血液セン  
ター）  

日本ラクロス協会による協力。  ラクロス協会の協力により多くの学生の協力が見込め  ラクロス協会の献血実施時におけるイベントを通じた  
る。（前年実績受付971名）  若年層への事前周知。  
各大学等のラクロス部員はもとよリラクロス部員以外  
への波及効果。  

春季及び秋季において主に大学の献血会場で、  効果：キャンペーンの展開で献血に関心を示し、献血  
グループ献血キャンペーンを展開。  を経験していただき今後につなげ、複数回ドナーとし  

東京都  ての定着を図る。  

運用にあたっては、  
傾僕時間にあわせた受付時間の弾力的な運用。    ・授業時間の制約を減らすことができる。  
・若年層を対象とした400m働血協力啓発用看板の作  

成。   

登録者1．柑1人  【複数回献血者確保につい  複数回献血クラブの運営  
茨城県  ◎成分献血パスでポイントカード制を導入   献血者1，582人  

○複数回献血クラブ会員募集   健康相談事業の一環として、rハント●マッサーゾ・ヘット●マッサー  

栃木県  ○健康相談事菜の実施   ゾ」サービスやストレッチ・ヨガ教室を実施し、多くの参  
○成分献血ポイント制の実施   加者を得た。  

群馬県  
複数回献血クラブの登録推進   血液センタ鵬が行う「複数回献血クラブ」についての広  

報。  

①血液センター（市町村・血液センター・保健所の三  合同による事業所訪問では26件の肋間で20件の新  携帯メールクラブの拡充。  
者）による事業所妨間活動の実施   規（18件）又は複数回（4件）献血への協力を得られ  
②携帯メールクラブによる呼びかけ   た。（重複有り）  

埼玉県  （針葉書による呼びかけ   携帯メールクラブは、在庫減少時などの緊急時に依  
頼した場合、当日又は翌日で12％程度の献血の実  
施がある。   

【血液センター】   ①3月25日（日）にー献血する上での健康づくり」並び  ①欝メロのダウンロードが好評だったので今後も、糖  
①県民及び献血者を対象にした講演会の開催   に「書意に支えられて」の二つの講演会を開催、参加  うたや待ち受け画面革、多彩なコンテンツの利用紙  

千葉県  
者は31名。健康に関して日頃から関心を持っている  
方が多く熱心に傾聴されていた。問題点としては、計  
画から実行までの期間が短かった為、参加者が思う  
ように集まらなかった。   



都道府県名  事項名   取組の概婁（取組で重点を置く事柄を含む。）   

・新規登録者の確保日棟は27．000人で、県内9   実施鰯優（効果、闇慮点等）  平成20年度計画作成に当たり参考となる暮項   
献血ルーム及び移動採血車で確保に努めた。   神奈川C5，580人   潅が確保できるよう、引き続き新規登錦者の確保に努  
登録者活用については、全血、Rh（－）、PC、   川崎C 2．78ヰ人   める。  
HLA、PPPの需要に応じて、適宜、はがき及び電話で  湘南C 町柑5人   新規活用方法としては、柑年度から実施している、新  
の依頼を行った。  計 川，568人   

【複数回献血者確保につい  
規全血登録者の初回依頼を4カ月後、新規成分登録  

神奈川県  登録者総数く19年8月31日現在）   者の初回依廟を1カ月後に実施し、定期的な協力が得  
1鴫020人（内メールクラブ2，190人）   られやすい環境作りに努める。  

・柑年度の新規登録者確保目標は礼200人、活用に  （17年虔）   職登録者については、定期的な依頼、緊急依頼を引  
ついては月例依頼、定期依頼（隔月）を計画的に、緊   依頼総数120，3別人（5研卯人）   き続き行う。  
急依頼、不足時依頼等を適宜行う予定である。   協力者数ほ．卯7人（鼠771人）  

応諾率10．8％（12．肪）   

○ダイレクトメール等による協力依頬  tダイレクトメール送付数ヰ8JO3枚。うち献血協力者  
9，250人（応捧串ほ0％）  

新潟県  ○複数回献血クラブの設立  ・会郎20人。主に血小板製剤不良時に協力呼びか  
け。（83人に依頼、協力者27人、応拝  
畢32．5％）  

献血者に献血登録制度について理解を求めるととも  血液不足を解消するため、「献血メールクラブ」会長  「献血メールクラブ」の周知と新規金魚の確保を図る  
に、登録の依頼を行う■。   （約ヰ00名）へ冬と書先に献血依頼を実施した。   

山梨県  
事を目的に、リラクセ●－シ】ン施設と提携し、サービスを無料  

・献血不足時には登録者に対し、ハガキで要請  で受けられる事業を実施する。   
・「献血メールクラブ」への呼びかけ  

○複数回献血クラブの推進（血液センター）   ・息を賽する血小板献血に関して、メールでの迅速な  
○定例献血スポットキャンペーン   要請が可能となうた。  

長野県  ・同じ場所、同じ月、曜日で実施することにより、複数  
回献血がしやすくなる。   

携帯電話のメール機能の活用。  携帯メールクラブについて約2万人の登録者がおり依  携帯メールクラブの会員増強。  
頼件数は約54、000人（成分約53．∞0人、全血約  ヰ00m】献血者への入会推進。  

東京都  採血終7時に次回の献血をお顔いする。  1．000人）、応諾率については、成分29．5パーセント、  
全血28．0パーセントである。   

【企業等組織的な献血の確保  処遇晶や市町村献血推進協掛金の費用に充当  
茨城県   について】   交付実績額＄，肪1干円  

○献血組織の育成強化   0献血組織の育成強化  
○企業等に対する複数回実施の協力依頼   献血会登蝕制度を実施し、定期的な献血の実施及び  

献血会による普及啓発を図ることができた。  
栃木県  ○企業等に対する棟数固実施の協力依頼  

血液が不足するま季及び冬季を中心に、協力的な  
企業琴を確保することができた。  



画作現に当たり参考出絹  
員に対する献血依蒋は、  ①県庁献血の実施  4月、8月、12月の各2日間、職  専を対象に実施。4月  

の県庁献血は初旬（1週月）に行われたため、人事異  
動等の関係で献血者が少ない状況となっている。  
また、12月初旬に県内血液製剤在庫が不足した際に  
は、地域機関を含む全庁の職且に対し献血の協力を  

年度は、予定していた県庁献血の直前に実施したの  
で、多くの協力を得ることができたが、年間献血画数  
や総献血量等、採血基準を満たさない場合も考えら  
れるので、注意が必要。  

臣  i  l   ！依頼8献血ルーム及び採血畢等に出向き協力しても  l  

らった。   
②市町村献血の推進（市町村献血担当者会議の開  6月に市町村献血担当者会議を開催し、平成18年度  市町村合併で、各市町村の担当者が大矧こ減少する  
催、市町村民献血の実施）   の県献血推進計蘭を周知した。市町村別の献血目棟  ことが考えられるため、これまで以上に効果的な献血  

【企業等組織的な献血の確保  を示し、これに基づき献血者確保に努めるよう依軌  
群馬県  また、ほ月初旬に県内血液製剤在庫が不足した除に  

は、市町村長に対し緊急に献血の広報を依頼した。   

③企業献血の推進（保健福祉事務所（保健所）管内書  平成19年1月－2月の間、保健相祉事務所く保健所）  「献血の研修会」と音うものの、「献血を依頼する囁  
某所等担当者研修会の開催、献血協力企菓の新規  こおいて各管内事業所専を対射こ研修会を開催。し  所」のみになりがちなので、事業所僻で求めている珊  
開拓）   かし、保健福祉事務所（保健所）によっては、参加者  報を的確に提供できる頓にするエ夫が必要だと患わ  

が集まらず、開催できないところもあった。  れる。  
また今後、献血サポーターマ嶋ク（ロゴマーク）の配布          また、献血の協力企業を新規に開拓する際には、必  
要に応じ保健福祉事務所（保健所）等、県の職員が同  
行し依頼。   

血液センター（市町村・血液センター・保健所の三者）  合同による事業所妨間では26件の訪問で20件の新  県内には大型のショッピングセンター（モ仙ル）が増加  

埼玉県  による事業所妨間活動の実施   規（18件）又は複数回（4件）献血への協力を得られ  しているが、集客力が大きく敷地にも余裕があること  
た。（重複有り）   から献血受け入れの働きかけを行っている。  

【血液センター】   ①53件の企菓推進、13件の登録。   
①◎献血協賛企業活動推進寧礫   

①献血協賛企業活動推進事業の強化  
②県内大口企業の3カ所を年2回から年3回にした。  ②献血ロゴマークのブランド化の推進  

千葉県  ②大口企業の年2回から年3回への献血実施回数の  ③r輸血を受ける患者さんの立場から」のポスターを  ③安定供給・安全な血液確保のために、更なる  
協力要請   各採血現場に設置して400mL献血の必要性を訴え  400mL献血の推進酎ヒ  
③400mL献血の推進   た。  

効率的な採血計画を立てるため、企菓、街頭等   新規企業の開拓   突発的な血液不足時に緊急協力がいただける企業等  
の見直しを行うとともに、新規企業の開拓、企集への  神奈川C 16社   の確保に努める。  
複数回協力の依頼を行った。   川崎C 19社  
協賛企業（献血サポーター）については、年度末からの  湘南C 12社  
取り組みであったが、可能な範囲で募集を行った。   計 47社  

複数個協力が得られるようになった企業  
神奈川県  神奈川C27社  

川崎C37社  
湘南C38牡  
計 100社  

協賛企業  
19社（19年4月末現在49社）  

新潟県  ◎ 献血協力企集名を新聞広告に掲載   ・団体、事業所から献血実施について打診があった。  



事項名   で を置く事柄を含む。）   平成20年度計画作成に当たり参考となる事項  

取組の概壬（取組重点   血液センターの協力により、名簿を作成した。   
【企業等組織的な献血の確保  

さらに名簿登載企兼を増やすことに努め、献血事業の  

山梨県   について】   
その鰯果、より計画的な移動献血が可能となり、延べ  
328箇・所において実施できた。   

○各企業へのお魚いの実施（血液センター）  血液センター、ルームへの献血者増Iこ斉献  
長野県  ○宗教団体への依頼（血液センター）  

実施企業に対して   企兼で、年何に複数回献血を実施している献血者を  
・社内メールを活用し職員に周知して頂く。  ・当日、献血実施を忘れていた職員に連絡することが          対象に「献血ルーム」とは異なるポイントキャンペーン  
t事前に社内放送の原稿を作成し、献血の必要性（血  できた。   を展開する。  
液型指定等）を社且に伝える。   ・気象条件に左右されやすい街頭実應を減らし、安定  
・関連会社等に連格をして頂き増員を図る。  的な血液確保が周れる。  

東京都  ○未実施企業への働きかけ、実施回数の増回、休  
眠団体の掘起し。  
○献血協賛企業シンボルマークの活用、普及を囲  
る。  

各市区町村との違携                 ○献血推進協議会の未設置地区への設立の働きか   ・献血推進協議会のバックアップによる、より多くのド  
け   ナー確保  

O「県民の日」献血キャンペーンの実施   O「県民の日J献血キャンペーンの実施   400ミリ献血キャンペーンを実施する中で、400ミリ  
◎400ミリ献血キャンペーンの実施   r県民の日」のイベント会場で献血を実施することで  

【上記以外（献血推進キヤン  
来場者（約2．000人）に普及啓発を行うことができた。  

栃木県   ペーンの実施等）】  ◎400ミリ献血キャンペーンの実施  

血液の不足する時期に2画集施し、400ミリ献血の  
必要性について普及啓発できた。   

①第42回献血運動推進全国大会の開催   7月13日に前橋市関根町の「ぐんまアリーナ」で開催。  
全国各地から約2，000人が出席。  

群馬県  
②平成19年群馬県「はたちの献血」街頭キヤンペー  
ン   市内大型ショッピングモール（移動採血車を配置）にて  

啓発活動を実施し、献血者確優に努めた。3ケ所で  
8．000偶の啓発賓桐を配布。   

①献血協力団体等への感謝状贈呈  献血者が減少する冬季を中心にキャンペーンを実施  有名選手等がキャンペーンに参加した場合、効果が  
②献血推進ポスタ丁コンクール  しており、平準化してきている。   あるキャンペーンの実施が可能。  
③献血フォーラムの実施  
④親子ふれあいキャンペーン  

埼玉県  
⑤クリスマス献血キャンペーン  
⑥はたちの献血キャンペーン  
⑦愛の献血メッセージ集の作成配布  
⑧推進ポスターの作成（西武ライオンズ選手）  

く血液センター実施分を含む）  




